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皆
様
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ｅ
メ
ー
ル
：

　

ibashinw
a@
ibashinren.com

こ
の
広
報
紙
は
、

「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

山口裕之茨城県福祉部長大洗町関清一副町長

　

令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
お
よ
び
茨
城
県
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
令
和
５
年
度
茨
城
県
障

害
者
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
」
が
、
大
洗
町

の
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
大
洗
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
実
に
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
各
地
か
ら

障
害
者
、
障
害
者
福
祉
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
山
口
裕
之
福
祉
部
長
、
茨
城

県
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
荻
津
和
良

セ
ン
タ
ー
長
（
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
）
か
ら
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
開
催
地
で
あ
る
大
洗
町

の
関
清
一
副
町
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
講
師
に
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
持
つ
漫
談
家
メ
イ
ミ
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
イ
ミ
さ

ん
は
、
２
０
０
２
年
に
ホ
リ
プ
ロ
か
ら
お

笑
い
芸
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
フ

リ
ー
と
な
り
、
福
祉
施
設
で
の
演
芸
ボ
ラ

令
和
５
年
度
　
茨
城
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
開
催

令
和
５
年
度
　
茨
城
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
開
催

写真の部
「ハイビスカス」
飯田　つね子

（障害者支援施設　ひまわり荘）

令
和
五
年
度

障
害
者
週
間
推
進
事
業

の
実
施

　

12
月
３
日
（
日
）〜
９
日
（
土
）
の
障

害
者
週
間
に
、
県
総
合
福
祉
会
館
の
入

口
に
立
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
建

物
の
壁
面
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
目
的
で
県
が
主
催
し
た
「
ナ
イ

ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
３
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
美
術
展
（
一
般
の
部
）」

に
お
い
て
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
・

工
芸
の
４
部
門
で
優
秀
作
品
に
連
合
会

会
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

絵画の部
「さる」
栗山　朋美

（つくば市福祉支援センターさくら）

書道の部
「百人一首」
平塚　まゆみ
（牛久市）

陶芸・工芸の部
「ステキな次長」
大津　雅栄　他10名

（水戸市身体障害者福祉センターつどい）

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
賞 

受
賞
作
品

障害者社会参加推進センター荻津和良会長

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
演
芸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
「
笑
顔
工
場
」
の

発
足
や
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
、
手

話
通
訳
の
習
得
な
ど
に
取
り
組
み
、
現
在

は
全
国
各
地
の
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施

設
、
福
祉
イ
ベ
ン
ト
等
で
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
５
歳

の
息
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
で

も
あ
り
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
日
々
奮

闘
し
な
が
ら
活
動
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ミ
さ
ん
自
ら
が
手
話
を
交
え
て
行
っ

た
講
演
は
、「
み
ん
な
で
楽
し
む
手
話
漫
談
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
客
席
に
座
っ
た
ま
ま
で

き
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
歌
や
ト
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
挨
拶
が
わ
り
に
座
っ
た

ま
ま
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に
始
ま
り
、
メ
イ
ミ
さ

ん
の
か
け
声
に
対
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
が
後

出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
応
え
る
頭
の
体
操
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
見
え
な
い
ボ
ー
ル
や

フ
リ
ス
ビ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
メ
イ
ミ
さ
ん

と
客
席
と
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
メ
イ
ミ
さ
ん
の
動
き
を
ま

ね
た
り
と
、
会
場
皆
で
体
を
動
か
し
な
が

ら
心
も
動
か
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
を

唱
え
な
が
ら
笑
顔
を
作
る
ダ
ン
ス
や
、「
笑

い
リ
レ
ー
」
と
題
し
て
客
席
か
ら
参
加
し

た
４
名
と
笑
い
を
繋
げ
る
伝
言
ゲ
ー
ム
、

最
後
に
、と
な
り
の
ト
ト
ロ
の
主
題
歌
「
さ

ん
ぽ
」
を
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
、
会
場

の
皆
で
楽
し
く
手
話
の
表
現
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
通
し
て
、
メ
イ
ミ
さ
ん
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
る
笑
顔
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
、
多
く
の
参
加

者
が
体
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
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令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
お
よ
び
茨
城
県
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
令
和
５
年
度
茨
城
県
障

害
者
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
」
が
、
大
洗
町

の
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
大
洗
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
実
に
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
各
地
か
ら

障
害
者
、
障
害
者
福
祉
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
山
口
裕
之
福
祉
部
長
、
茨
城

県
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
荻
津
和
良

セ
ン
タ
ー
長
（
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
）
か
ら
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
開
催
地
で
あ
る
大
洗
町

の
関
清
一
副
町
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
講
師
に
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
持
つ
漫
談
家
メ
イ
ミ
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
イ
ミ
さ

ん
は
、
２
０
０
２
年
に
ホ
リ
プ
ロ
か
ら
お

笑
い
芸
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
フ

リ
ー
と
な
り
、
福
祉
施
設
で
の
演
芸
ボ
ラ

　

令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）、ト
ヨ
ペ
ッ

ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
大
洗
の
大
研
修
室

で
、「
障
害
者
福
祉
の
集
い
」
の
開
催
に

先
立
ち
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

協
会
主
催
の
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
種
目
は
ボ
ッ
チ
ャ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
、
福
祉
の
集
い
の

　
「
令
和
５
年
度
障
害
者
福
祉
団
体

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
令
和
６
年
２
月

16
日
（
金
）
に
セ
キ
シ
ョ
ウ・ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
96
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

森
田
教
司
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課

長
、
荻
津
和
良
会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
演
芸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
「
笑
顔
工
場
」
の

発
足
や
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
、
手

話
通
訳
の
習
得
な
ど
に
取
り
組
み
、
現
在

は
全
国
各
地
の
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施

設
、
福
祉
イ
ベ
ン
ト
等
で
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
５
歳

の
息
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
で

も
あ
り
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
日
々
奮

闘
し
な
が
ら
活
動
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ミ
さ
ん
自
ら
が
手
話
を
交
え
て
行
っ

た
講
演
は
、「
み
ん
な
で
楽
し
む
手
話
漫
談
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
客
席
に
座
っ
た
ま
ま
で

き
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
歌
や
ト
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
挨
拶
が
わ
り
に
座
っ
た

ま
ま
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に
始
ま
り
、
メ
イ
ミ
さ

ん
の
か
け
声
に
対
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
が
後

出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
応
え
る
頭
の
体
操
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
見
え
な
い
ボ
ー
ル
や

フ
リ
ス
ビ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
メ
イ
ミ
さ
ん

と
客
席
と
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
メ
イ
ミ
さ
ん
の
動
き
を
ま

ね
た
り
と
、
会
場
皆
で
体
を
動
か
し
な
が

ら
心
も
動
か
し
ま
し
た
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
を
実
施

身
体
障
害
者
相
談
員

中
央
研
修
会
開
催

害
者
相
談
員
中
央
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
８
５
名
（
内 

身
体
障
害
者
相
談
員

60
名
）
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

荻
津
和
良
会
長
、
森
田
教
司
県
福
祉

部
障
害
福
祉
課
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

令
和
５
年
７
月
28
日
（
金
）
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
１
階

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
茨
城
県
身
体
障

　

令
和
５
年
度
身
体
障
害
者
相
談
員
地

区
研
修
会
を
県
内
２
地
区
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

研
修
は
７
〜
９
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
各
々
が
こ
れ
ま
で
経
験
さ
れ
た

相
談
事
例
や
情
報
な
ど
に
つ
い
て
互
い
に

発
表
し
、
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
就
労
の
相
談
や
各

市
町
村
の
相
談
体
制
、
相
談
内
容
の
傾

向
な
ど
様
々
な
意
見
や
情
報
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

・
就
労
、
収
入
、
生
活
福
祉
資
金
に

関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
相
談
内
容
の

紹
介

・
相
談
窓
口
の
設
置
、
相
談
体
制
に
関

す
る
情
報

・
相
談
件
数
、
市
町
村
広
報
紙
へ
の
掲

載
に
よ
る
効
果
な
ど
相
談
の
動
向
に

関
す
る
情
報
交
換

・
相
談
者
の
解
決
で
き
な
い
悩
み
に
ど
う

対
処
し
た
か
な
ど
、
相
談
対
応
事
例

の
紹
介

・
解
決
が
前
提
で
は
な
く
、
ま
ず
話
を

聞
い
た
上
で
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
か
を
行
政
や
施
設
に
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
、
相
談

に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
に
関
す
る
意

見
交
換

〈
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
区
〉

　

令
和
５
年
９
月
１
日
（
金
）

　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

　

会
館

　

参
加
人
数
37
名
（
う
ち
相
談
員
23
名
）

〈
県
南
・
県
西
地
区
〉

　

令
和
５
年
９
月
20
日
（
水
）

　

茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

参
加
人
数
42
名
（
う
ち
相
談
員
31
名
）

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
議
長
補
佐　

崔
栄
繁

（
さ
い　
た
か
の
り
）
氏
を
お
迎
え
し
、

障
害
者
福
祉
の
動
向
に
つ
い
て
ご
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
連
の
人
権
条
約
の
一つ
で
あ
る
「
障

害
者
権
利
条
約
」
に
つ
い
て
、
我
が
国

に
お
け
る
批
准
（
加
盟
）
や
取
り
組
み
、

そ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
行
わ
れ
た
国

連
に
よ
る
審
査
（
対
日
審
査
）
の
結
果

に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
障
害
者
の
権
利
の
理
解

の
た
め
の
基
礎
的
概
念
」
の
説
明
や
、

具
体
例
を
示
し
な
が
ら
「
障
害
者
差

別
解
消
法
の
動
向
」
の
講
義
が
あ
り
ま

し
た
。

身
体
障
害
者
相
談
員

地
区
研
修
会
開
催

リーダー研修会　県障害福祉課　森田課長

参
加
者
な
ど
60
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
指
導
者
か

ら
ル
ー
ル
や
投
げ
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
な
が
ら
、
実
際
に
ボ
ー
ル
を
手
に

し
て
、
笑
顔
で
楽
し
く
体
験
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
を

唱
え
な
が
ら
笑
顔
を
作
る
ダ
ン
ス
や
、「
笑

い
リ
レ
ー
」
と
題
し
て
客
席
か
ら
参
加
し

た
４
名
と
笑
い
を
繋
げ
る
伝
言
ゲ
ー
ム
、

最
後
に
、と
な
り
の
ト
ト
ロ
の
主
題
歌
「
さ

ん
ぽ
」
を
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
、
会
場

の
皆
で
楽
し
く
手
話
の
表
現
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
通
し
て
、
メ
イ
ミ
さ
ん
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
る
笑
顔
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
、
多
く
の
参
加

者
が
体
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

ステージで講演するメイミさん

障害者スポーツ体験会の様子

地区研修会の様子（県北県央鹿行）地区研修会の様子（県南県西）

中央研修会の様子中央研修会　崔講師
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令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
お
よ
び
茨
城
県
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
令
和
５
年
度
茨
城
県
障

害
者
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
」
が
、
大
洗
町

の
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
大
洗
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
実
に
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
各
地
か
ら

障
害
者
、
障
害
者
福
祉
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
山
口
裕
之
福
祉
部
長
、
茨
城

県
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
荻
津
和
良

セ
ン
タ
ー
長
（
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
）
か
ら
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
開
催
地
で
あ
る
大
洗
町

の
関
清
一
副
町
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
講
師
に
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
持
つ
漫
談
家
メ
イ
ミ
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
イ
ミ
さ

ん
は
、
２
０
０
２
年
に
ホ
リ
プ
ロ
か
ら
お

笑
い
芸
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
フ

リ
ー
と
な
り
、
福
祉
施
設
で
の
演
芸
ボ
ラ

　

令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）、ト
ヨ
ペ
ッ

ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
大
洗
の
大
研
修
室

で
、「
障
害
者
福
祉
の
集
い
」
の
開
催
に

先
立
ち
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

協
会
主
催
の
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
種
目
は
ボ
ッ
チ
ャ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
、
福
祉
の
集
い
の

　
「
令
和
５
年
度
障
害
者
福
祉
団
体

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
令
和
６
年
２
月

16
日
（
金
）
に
セ
キ
シ
ョ
ウ・ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
96
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

森
田
教
司
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課

長
、
荻
津
和
良
会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
演
芸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
「
笑
顔
工
場
」
の

発
足
や
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
、
手

話
通
訳
の
習
得
な
ど
に
取
り
組
み
、
現
在

は
全
国
各
地
の
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施

設
、
福
祉
イ
ベ
ン
ト
等
で
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
５
歳

の
息
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
で

も
あ
り
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
日
々
奮

闘
し
な
が
ら
活
動
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ミ
さ
ん
自
ら
が
手
話
を
交
え
て
行
っ

た
講
演
は
、「
み
ん
な
で
楽
し
む
手
話
漫
談
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
客
席
に
座
っ
た
ま
ま
で

き
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
歌
や
ト
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
挨
拶
が
わ
り
に
座
っ
た

ま
ま
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に
始
ま
り
、
メ
イ
ミ
さ

ん
の
か
け
声
に
対
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
が
後

出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
応
え
る
頭
の
体
操
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
見
え
な
い
ボ
ー
ル
や

フ
リ
ス
ビ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
メ
イ
ミ
さ
ん

と
客
席
と
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
メ
イ
ミ
さ
ん
の
動
き
を
ま

ね
た
り
と
、
会
場
皆
で
体
を
動
か
し
な
が

ら
心
も
動
か
し
ま
し
た
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
を
実
施

身
体
障
害
者
相
談
員

中
央
研
修
会
開
催

害
者
相
談
員
中
央
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
８
５
名
（
内 

身
体
障
害
者
相
談
員

60
名
）
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

荻
津
和
良
会
長
、
森
田
教
司
県
福
祉

部
障
害
福
祉
課
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

令
和
５
年
７
月
28
日
（
金
）
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
１
階

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
茨
城
県
身
体
障

　

令
和
５
年
度
身
体
障
害
者
相
談
員
地

区
研
修
会
を
県
内
２
地
区
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

研
修
は
７
〜
９
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
各
々
が
こ
れ
ま
で
経
験
さ
れ
た

相
談
事
例
や
情
報
な
ど
に
つ
い
て
互
い
に

発
表
し
、
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
就
労
の
相
談
や
各

市
町
村
の
相
談
体
制
、
相
談
内
容
の
傾

向
な
ど
様
々
な
意
見
や
情
報
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

・
就
労
、
収
入
、
生
活
福
祉
資
金
に

関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
相
談
内
容
の

紹
介

・
相
談
窓
口
の
設
置
、
相
談
体
制
に
関

す
る
情
報

・
相
談
件
数
、
市
町
村
広
報
紙
へ
の
掲

載
に
よ
る
効
果
な
ど
相
談
の
動
向
に

関
す
る
情
報
交
換

・
相
談
者
の
解
決
で
き
な
い
悩
み
に
ど
う

対
処
し
た
か
な
ど
、
相
談
対
応
事
例

の
紹
介

・
解
決
が
前
提
で
は
な
く
、
ま
ず
話
を

聞
い
た
上
で
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
か
を
行
政
や
施
設
に
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
、
相
談

に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
に
関
す
る
意

見
交
換

〈
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
区
〉

　

令
和
５
年
９
月
１
日
（
金
）

　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

　

会
館

　

参
加
人
数
37
名
（
う
ち
相
談
員
23
名
）

〈
県
南
・
県
西
地
区
〉

　

令
和
５
年
９
月
20
日
（
水
）

　

茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

参
加
人
数
42
名
（
う
ち
相
談
員
31
名
）

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
議
長
補
佐　

崔
栄
繁

（
さ
い　
た
か
の
り
）
氏
を
お
迎
え
し
、

障
害
者
福
祉
の
動
向
に
つ
い
て
ご
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
連
の
人
権
条
約
の
一つ
で
あ
る
「
障

害
者
権
利
条
約
」
に
つ
い
て
、
我
が
国

に
お
け
る
批
准
（
加
盟
）
や
取
り
組
み
、

そ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
行
わ
れ
た
国

連
に
よ
る
審
査
（
対
日
審
査
）
の
結
果

に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
障
害
者
の
権
利
の
理
解

の
た
め
の
基
礎
的
概
念
」
の
説
明
や
、

具
体
例
を
示
し
な
が
ら
「
障
害
者
差

別
解
消
法
の
動
向
」
の
講
義
が
あ
り
ま

し
た
。

身
体
障
害
者
相
談
員

地
区
研
修
会
開
催

リーダー研修会　県障害福祉課　森田課長

参
加
者
な
ど
60
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
指
導
者
か

ら
ル
ー
ル
や
投
げ
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
な
が
ら
、
実
際
に
ボ
ー
ル
を
手
に

し
て
、
笑
顔
で
楽
し
く
体
験
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
を

唱
え
な
が
ら
笑
顔
を
作
る
ダ
ン
ス
や
、「
笑

い
リ
レ
ー
」
と
題
し
て
客
席
か
ら
参
加
し

た
４
名
と
笑
い
を
繋
げ
る
伝
言
ゲ
ー
ム
、

最
後
に
、と
な
り
の
ト
ト
ロ
の
主
題
歌
「
さ

ん
ぽ
」
を
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
、
会
場

の
皆
で
楽
し
く
手
話
の
表
現
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
通
し
て
、
メ
イ
ミ
さ
ん
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
る
笑
顔
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
、
多
く
の
参
加

者
が
体
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

ステージで講演するメイミさん

障害者スポーツ体験会の様子

地区研修会の様子（県北県央鹿行）地区研修会の様子（県南県西）

中央研修会の様子中央研修会　崔講師



　

障
害
者
や
障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
者
に

と
っ
て
、
何
か
と
関
心
の
高
い
「
年
金
」
と

い
う
分
野
に
関
し
て
、
日
本
年
金
機
構
水

戸
南
年
金
事
務
所
、
お
客
様
相
談
室
室
長

代
理
荒
川
忠
之
氏
か
ら
、「
障
害
者
年
金

制
度
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
障
害
年
金
の
仕
組
み
や
、

受
給
要
件
、
保
険
料
の
納
付
、
障
害
年
金
・

障
害
手
当
金
の
額
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
認
定
日
請
求
に

研 

修 

内 

容

障
害
年
金
制
度

お
け
る
待
機
期
間
（
１
年
６
カ
月
）
に
つ
い

て
、
病
気
等
症
状
に
よ
っ
て
１
年
６
カ
月
の

経
過
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
ケ
ー
ス
の
紹

介
や
、
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
回
答
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
話
の
あ
と
、
会
場
か
ら
は
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

Ｑ
：
障
害
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
、
配
偶
者
が
と
る
べ
き
手
続
き
は
。

Ａ
：
死
亡
時
の
手
続
き
に
関
し
て
、
障
害

年
金
は
個
人
の
年
金
で
あ
り
、
配
偶
者

に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
な
い
。
遺
族

に
支
給
さ
れ
る
も
の
に
は
遺
族
厚
生
年

金
が
あ
る
。
報
酬
比
例
額
の
３
／
４
の

令和６年３月15日⑸　第76号 い は ら き 身 障 福 祉 令和６年３月15日 第76号　⑷い は ら き 身 障 福 祉

　
「
公
共
ト
イ
レ
」
で
は
、
ト
イ
レ
の
困
り

ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、「
み
ん

な
の
ト
イ
レ
の
困
り
ご
と
５
つ
の
な
い
」
が

わ
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
を
何
と
か
改
善
し

て
い
く
べ
き
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
備
え
」
で
は
、

近
年
発
生
し
た
震
災
の
調
査
結
果
が
示
さ

れ
、「
地
震
後
、
何
時
間
で
ト
イ
レ
に
行

き
た
く
な
っ
た
か
？
」
に
つ
い
て
、
６
時

間
以
内
に
行
き
た
く
な
っ
た
人
の
割
合

は
、
東
日
本
大
震
災
で
66
・
７
％
、
熊

本
地
震
で
72
・
９
％
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
94
・
３
％
と
大
変
に
多
く
、「
震
災

時
に
、
ト
イ
レ
は
、
水
や
食
料
よ
り
早
く

必
要
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

簡
易
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
凝
固
剤
を

使
っ
て
、
液
体
を
固
め
る
実
演
も
あ
り
ま

し
た
。

金
額
が
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
。
配
偶

者
の
年
金
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
る
の

で
、
配
偶
者
に
厚
生
年
金
が
あ
る
場
合

は
、
遺
族
年
金
か
ら
配
偶
者
の
厚
生

年
金
が
差
し
引
か
れ
る
形
と
な
る
。

Ｑ
：
病
名
で
障
害
年
金
に
該
当
す
る
か
し
な

い
か
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
確
認
で
き
る
か
。

Ａ
：
障
害
年
金
は
、
病
名
で
の
認
定
は
な

い
。
病
名
や
特
定
疾
患
で
障
害
手
帳
を

持
っ
て
い
る
状
況
と
、
障
害
年
金
の
認

定
基
準
は
全
く
違
い
、
障
害
年
金
は
あ

く
ま
で
日
常
生
活
で
の
影
響
に
よ
っ
て

認
定
す
る
。

Ｑ
：
初
診
の
証
明
が
取
れ
な
い
場
合
は
ど

障
害
者
の
社
会
参
加

　
「
障
害
者
の
社
会
参
加
と
命
を
守
る
た

め
の
ト
イ
レ
」
と
題
し
て
、
障
害
者
が
外

出
先
で
利
用
す
る
「
公
共
ト
イ
レ
」
に

関
わ
る
講
話
と
、
今
年
元
旦
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
や
、
我
々
も
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
て
経
験
し
た
「
災
害

時
の
ト
イ
レ
対
策
」
に
関
し
て
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
日
本
ト
イ
レ
研
究
所
、

代
表
理
事
加
藤
篤
氏
か
ら
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

う
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
：
病
院
の
診
察
券
、
お
薬
手
帳
、
障
碍

者
手
帳
交
付
申
請
の
診
断
書
、
診
療

報
酬
明
細
書
の
開
示
請
求
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
管
轄
の
年
金
事
務
所
で
個

別
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。 日本年金機構　荒川室長補佐

日本トイレ研究所　加藤代表理事

リーダー研修会の様子



　

障
害
者
や
障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
者
に

と
っ
て
、
何
か
と
関
心
の
高
い
「
年
金
」
と

い
う
分
野
に
関
し
て
、
日
本
年
金
機
構
水

戸
南
年
金
事
務
所
、
お
客
様
相
談
室
室
長

代
理
荒
川
忠
之
氏
か
ら
、「
障
害
者
年
金

制
度
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
障
害
年
金
の
仕
組
み
や
、

受
給
要
件
、
保
険
料
の
納
付
、
障
害
年
金
・

障
害
手
当
金
の
額
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
認
定
日
請
求
に

研 

修 

内 

容

障
害
年
金
制
度

お
け
る
待
機
期
間
（
１
年
６
カ
月
）
に
つ
い

て
、
病
気
等
症
状
に
よ
っ
て
１
年
６
カ
月
の

経
過
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
ケ
ー
ス
の
紹

介
や
、
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
回
答
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
話
の
あ
と
、
会
場
か
ら
は
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

Ｑ
：
障
害
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
、
配
偶
者
が
と
る
べ
き
手
続
き
は
。

Ａ
：
死
亡
時
の
手
続
き
に
関
し
て
、
障
害

年
金
は
個
人
の
年
金
で
あ
り
、
配
偶
者

に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
な
い
。
遺
族

に
支
給
さ
れ
る
も
の
に
は
遺
族
厚
生
年

金
が
あ
る
。
報
酬
比
例
額
の
３
／
４
の

令和６年３月15日⑸　第76号 い は ら き 身 障 福 祉 令和６年３月15日 第76号　⑷い は ら き 身 障 福 祉

　
「
公
共
ト
イ
レ
」
で
は
、
ト
イ
レ
の
困
り

ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、「
み
ん

な
の
ト
イ
レ
の
困
り
ご
と
５
つ
の
な
い
」
が

わ
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
を
何
と
か
改
善
し

て
い
く
べ
き
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
備
え
」
で
は
、

近
年
発
生
し
た
震
災
の
調
査
結
果
が
示
さ

れ
、「
地
震
後
、
何
時
間
で
ト
イ
レ
に
行

き
た
く
な
っ
た
か
？
」
に
つ
い
て
、
６
時

間
以
内
に
行
き
た
く
な
っ
た
人
の
割
合

は
、
東
日
本
大
震
災
で
66
・
７
％
、
熊

本
地
震
で
72
・
９
％
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
94
・
３
％
と
大
変
に
多
く
、「
震
災

時
に
、
ト
イ
レ
は
、
水
や
食
料
よ
り
早
く

必
要
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

簡
易
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
凝
固
剤
を

使
っ
て
、
液
体
を
固
め
る
実
演
も
あ
り
ま

し
た
。

金
額
が
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
。
配
偶

者
の
年
金
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
る
の

で
、
配
偶
者
に
厚
生
年
金
が
あ
る
場
合

は
、
遺
族
年
金
か
ら
配
偶
者
の
厚
生

年
金
が
差
し
引
か
れ
る
形
と
な
る
。

Ｑ
：
病
名
で
障
害
年
金
に
該
当
す
る
か
し
な

い
か
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
確
認
で
き
る
か
。

Ａ
：
障
害
年
金
は
、
病
名
で
の
認
定
は
な

い
。
病
名
や
特
定
疾
患
で
障
害
手
帳
を

持
っ
て
い
る
状
況
と
、
障
害
年
金
の
認

定
基
準
は
全
く
違
い
、
障
害
年
金
は
あ

く
ま
で
日
常
生
活
で
の
影
響
に
よ
っ
て

認
定
す
る
。

Ｑ
：
初
診
の
証
明
が
取
れ
な
い
場
合
は
ど

障
害
者
の
社
会
参
加

　
「
障
害
者
の
社
会
参
加
と
命
を
守
る
た

め
の
ト
イ
レ
」
と
題
し
て
、
障
害
者
が
外

出
先
で
利
用
す
る
「
公
共
ト
イ
レ
」
に

関
わ
る
講
話
と
、
今
年
元
旦
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
や
、
我
々
も
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
て
経
験
し
た
「
災
害

時
の
ト
イ
レ
対
策
」
に
関
し
て
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
日
本
ト
イ
レ
研
究
所
、

代
表
理
事
加
藤
篤
氏
か
ら
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

う
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
：
病
院
の
診
察
券
、
お
薬
手
帳
、
障
碍

者
手
帳
交
付
申
請
の
診
断
書
、
診
療

報
酬
明
細
書
の
開
示
請
求
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
管
轄
の
年
金
事
務
所
で
個

別
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。 日本年金機構　荒川室長補佐

日本トイレ研究所　加藤代表理事

リーダー研修会の様子



令
和
六
年
度

茨
城
県
社
会
福
祉
に
関
す
る
要
望

日
身
連
関
ブ
ロ
秋
季
代
表
者
会
議
で

令
和
六
年
度
日
身
連
に
対
す
る

要
望
を
協
議

茨
身
連
設
立
50
周
年
　
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た

　

茨
身
連
は
、
県
域
で
活
動
す
る
３
つ

の
代
表
的
な
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

を
母
体
と
す
る
連
合
組
織
と
し
て
、
昭

和
48
年
４
月
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足

し
、
令
和
５
年
度
に
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

当
会
の
50
年
間
を
記
念
誌
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

　

茨
城
県
内
に
は
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
の
代
表
的
な
自
主
的
組
織
と
し
て
、

昭
和
８
年
４
月
設
立
の
茨
城
県
盲
人
協

会
、
昭
和
25
年
２
月
設
立
の
茨
城
県
ろ

う
あ
団
体
連
合
会
、
昭
和
42
年
５
月

設
立
の
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
の
、
三
つ
の
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
障
害
に
応
じ
て
活
動
を
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で

は
初
め
て
と
な
る
茨
城
国
体
と
、
す
ぐ

後
に
行
わ
れ
る
「
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
昭
和
49
年
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
大
会
の

成
功
を
期
し
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
を

よ
り
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の
身
体
障

害
者
団
体
の
連
合
組
織
と
し
て
、
当
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

茨城県身体障害者福祉団体連合会

50周年記念誌

一般社団法人

茨城県身体障害者福祉団体連合会

令和６年３月15日⑺　第76号 い は ら き 身 障 福 祉 令和６年３月15日 第76号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

 　
令
和
５
年
10
月
19
日
（
木
）、
茨
城

県
知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の

と
お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

  【
政
策
要
望
】

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮
に

必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
（
継
続
）

　

民
間
事
業
者
が
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応

を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
に
対
し
て

市
町
村
が
助
成
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
実

施
市
町
村
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民

間
事
業
者
の
活
用
実
績
が
増
加
す
る
よ

う
、
市
町
村
に
対
す
る
助
言
や
財
政
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ
い

て
（
継
続
）

　

身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関

す
る
地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機

関
と
協
力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相

談
員
に
つ
い
て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す

る
よ
う
市
町
村
に
ご
助
言
い
た
だ
き
、
住

※

記
念
誌
は
若
干
在
庫
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
、
茨
身
連
事
務
局
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

む
地
域
に
よ
っ
て
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
間
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

  【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　

障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

め
運
行
し
て
い
る
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
老

朽
化
し
つ
つ
あ
る
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

要望書提出の様子

た
め
に
も
、
義
務
化
が
定
着
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
助
成
制
度
実
施
市

町
村
に
対
し
て
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
の
項
目
に
算
入
す
る
な
ど
国

の
財
政
支
援
を
要
望
す
る
。

２　
重
度
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
短
期
入
所
施
設
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
、
重
度
障
害
者
対
応
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
促
進
や
短
期
入

所
事
業
の
利
用
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
な

更
な
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

３　
公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

　

公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
既
存
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
既
存
施

設
に
入
学
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
が
い

る
場
合
は
確
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
既
存
施
設
に
対
す
る
整
備

の
数
値
目
標
を
明
確
に
示
す
な
ど
し
て
一

層
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
既
存
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

整
備
内
容
が
、
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
仕
様
等
に
な
っ
て
い
る
か
の
点
検
・
検

証
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

４　
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等

に
か
か
る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
の
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
と
国

の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等
の

導
入
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
す
る
と
の

立
場
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
に
つ
い
て
減
額
措
置
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
重
度
障
害
者
医
療
費

助
成
を
行
う
自
治
体
に
対
し
て
行
わ
れ

て
き
た
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
分

の
減
額
調
整
措
置
の
根
拠
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
医
療
の
支
援
が
必
要
な
重
度

障
害
者
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
子
ど
も
医
療
費
と
同
様
に
減
額

措
置
を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

加
え
て
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
を
国
の
制
度
と
し
て
創
設
し
、
全

て
の
重
度
障
害
者
に
支
援
が
届
く
よ
う

全
国
一
律
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

５　
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
見
直
し

に
つ
い
て

　

昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
で
、
実
売

価
格
と
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
と
の

差
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
上
限

額
の
改
定
を
要
望
す
る
。

関ブロ代表者会議荻津会長

　

令
和
５
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議
」
が
、11
月
１
日
（
水
）〜
２
（
木
）

に
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
の
「
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙

げ
ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対

す
る
協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交

換
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
要
望
は
日
身
連
で
の
協
議
を
経

て
、
関
係
府
省
庁
に
要
望
さ
れ
ま
す
。

１　
民
間
事
業
者
が
行
う
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
に
必
要
な
経
費
へ
の
市
町
村

助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
の
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ
る

　

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
価
格
も
高

騰
し
て
い
る
た
め
、
各
自
治
体
の
基
準
額

が
引
上
る
よ
う
運
用
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

６　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル

徹
底
の
た
め
の
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の

講
習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
に

つ
い
て

　

違
反
者
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
取
締

り
の
強
化
だ
け
で
は
不
足
し
て
お
り
、
販

売
業
者
・
レ
ン
タ
ル
業
者
へ
の
指
導
や
、

免
許
更
新
時
の
講
習
、
車
両
登
録
制
度

等
に
よ
る
周
知
な
ど
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施

策
を
要
望
す
る
。



令
和
六
年
度

茨
城
県
社
会
福
祉
に
関
す
る
要
望

日
身
連
関
ブ
ロ
秋
季
代
表
者
会
議
で

令
和
六
年
度
日
身
連
に
対
す
る

要
望
を
協
議

茨
身
連
設
立
50
周
年
　
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た

　

茨
身
連
は
、
県
域
で
活
動
す
る
３
つ

の
代
表
的
な
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

を
母
体
と
す
る
連
合
組
織
と
し
て
、
昭

和
48
年
４
月
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足

し
、
令
和
５
年
度
に
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

当
会
の
50
年
間
を
記
念
誌
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

　

茨
城
県
内
に
は
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
の
代
表
的
な
自
主
的
組
織
と
し
て
、

昭
和
８
年
４
月
設
立
の
茨
城
県
盲
人
協

会
、
昭
和
25
年
２
月
設
立
の
茨
城
県
ろ

う
あ
団
体
連
合
会
、
昭
和
42
年
５
月

設
立
の
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
の
、
三
つ
の
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
障
害
に
応
じ
て
活
動
を
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で

は
初
め
て
と
な
る
茨
城
国
体
と
、
す
ぐ

後
に
行
わ
れ
る
「
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
昭
和
49
年
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
大
会
の

成
功
を
期
し
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
を

よ
り
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の
身
体
障

害
者
団
体
の
連
合
組
織
と
し
て
、
当
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

茨城県身体障害者福祉団体連合会

50周年記念誌

一般社団法人

茨城県身体障害者福祉団体連合会

令和６年３月15日⑺　第76号 い は ら き 身 障 福 祉 令和６年３月15日 第76号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

 　
令
和
５
年
10
月
19
日
（
木
）、
茨
城

県
知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の

と
お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

  【
政
策
要
望
】

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮
に

必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
（
継
続
）

　

民
間
事
業
者
が
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応

を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
に
対
し
て

市
町
村
が
助
成
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
実

施
市
町
村
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民

間
事
業
者
の
活
用
実
績
が
増
加
す
る
よ

う
、
市
町
村
に
対
す
る
助
言
や
財
政
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ
い

て
（
継
続
）

　

身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関

す
る
地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機

関
と
協
力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相

談
員
に
つ
い
て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す

る
よ
う
市
町
村
に
ご
助
言
い
た
だ
き
、
住

※

記
念
誌
は
若
干
在
庫
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
、
茨
身
連
事
務
局
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

む
地
域
に
よ
っ
て
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
間
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

  【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　

障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

め
運
行
し
て
い
る
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
老

朽
化
し
つ
つ
あ
る
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

要望書提出の様子

た
め
に
も
、
義
務
化
が
定
着
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
助
成
制
度
実
施
市

町
村
に
対
し
て
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
の
項
目
に
算
入
す
る
な
ど
国

の
財
政
支
援
を
要
望
す
る
。

２　
重
度
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
短
期
入
所
施
設
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
、
重
度
障
害
者
対
応
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
促
進
や
短
期
入

所
事
業
の
利
用
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
な

更
な
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

３　
公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

　

公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
既
存
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
既
存
施

設
に
入
学
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
が
い

る
場
合
は
確
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
既
存
施
設
に
対
す
る
整
備

の
数
値
目
標
を
明
確
に
示
す
な
ど
し
て
一

層
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
既
存
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

整
備
内
容
が
、
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
仕
様
等
に
な
っ
て
い
る
か
の
点
検
・
検

証
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

４　
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等

に
か
か
る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
の
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
と
国

の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等
の

導
入
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
す
る
と
の

立
場
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
に
つ
い
て
減
額
措
置
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
重
度
障
害
者
医
療
費

助
成
を
行
う
自
治
体
に
対
し
て
行
わ
れ

て
き
た
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
分

の
減
額
調
整
措
置
の
根
拠
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
医
療
の
支
援
が
必
要
な
重
度

障
害
者
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
子
ど
も
医
療
費
と
同
様
に
減
額

措
置
を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

加
え
て
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
を
国
の
制
度
と
し
て
創
設
し
、
全

て
の
重
度
障
害
者
に
支
援
が
届
く
よ
う

全
国
一
律
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

５　
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
見
直
し

に
つ
い
て

　

昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
で
、
実
売

価
格
と
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
と
の

差
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
上
限

額
の
改
定
を
要
望
す
る
。

関ブロ代表者会議荻津会長

　

令
和
５
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議
」
が
、11
月
１
日
（
水
）〜
２
（
木
）

に
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
の
「
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙

げ
ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対

す
る
協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交

換
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
要
望
は
日
身
連
で
の
協
議
を
経

て
、
関
係
府
省
庁
に
要
望
さ
れ
ま
す
。

１　
民
間
事
業
者
が
行
う
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
に
必
要
な
経
費
へ
の
市
町
村

助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
の
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ
る

　

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
価
格
も
高

騰
し
て
い
る
た
め
、
各
自
治
体
の
基
準
額

が
引
上
る
よ
う
運
用
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

６　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル

徹
底
の
た
め
の
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の

講
習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
に

つ
い
て

　

違
反
者
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
取
締

り
の
強
化
だ
け
で
は
不
足
し
て
お
り
、
販

売
業
者
・
レ
ン
タ
ル
業
者
へ
の
指
導
や
、

免
許
更
新
時
の
講
習
、
車
両
登
録
制
度

等
に
よ
る
周
知
な
ど
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施

策
を
要
望
す
る
。
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た
め
に
も
、
義
務
化
が
定
着
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
助
成
制
度
実
施
市

町
村
に
対
し
て
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
の
項
目
に
算
入
す
る
な
ど
国

の
財
政
支
援
を
要
望
す
る
。

２　
重
度
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
短
期
入
所
施
設
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
、
重
度
障
害
者
対
応
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
促
進
や
短
期
入

所
事
業
の
利
用
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
な

更
な
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

３　
公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

　

公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
既
存
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
既
存
施

設
に
入
学
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
が
い

る
場
合
は
確
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
既
存
施
設
に
対
す
る
整
備

の
数
値
目
標
を
明
確
に
示
す
な
ど
し
て
一

層
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
既
存
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

整
備
内
容
が
、
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
仕
様
等
に
な
っ
て
い
る
か
の
点
検
・
検

証
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

４　
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等

に
か
か
る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
の
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
と
国

の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等
の

導
入
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
す
る
と
の

立
場
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
に
つ
い
て
減
額
措
置
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
重
度
障
害
者
医
療
費

助
成
を
行
う
自
治
体
に
対
し
て
行
わ
れ

て
き
た
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
分

の
減
額
調
整
措
置
の
根
拠
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
医
療
の
支
援
が
必
要
な
重
度

障
害
者
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
子
ど
も
医
療
費
と
同
様
に
減
額

措
置
を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

加
え
て
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
を
国
の
制
度
と
し
て
創
設
し
、
全

て
の
重
度
障
害
者
に
支
援
が
届
く
よ
う

全
国
一
律
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

５　
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
見
直
し

に
つ
い
て

　

昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
で
、
実
売

価
格
と
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
と
の

差
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
上
限

額
の
改
定
を
要
望
す
る
。

　
令
和
５
年
度
中
に
、
次
の
方
々
か
ら

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
障
害
者
福
祉

の
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
金

　

茨
城
県
遊
技
業
協
同
組
合
様

　

五
万
円

○
茨
城
新
聞
文
化
福
祉
事
業
団

　

歳
末
助
け
合
い
募
金

　

二
十
万
円

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た

　
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩

み
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り

条
例
（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）」

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
「
茨
城
県
障
害

者
差
別
相
談
室
」
も
９
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。 障

害
者
差
別
相
談
室

の
運
営
状
況

　

昨
年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月

間
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
64
件
で

あ
り
、
昨
年
度
の
同
時
期
（
78
件
）
と

比
較
す
る
と
若
干
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

内
訳
で
は
、
障
害
者
本
人
か
ら
の
相
談

が
６
割
を
占
め
、
障
害
者
の
家
族
か
ら
の

相
談
が
２
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
に
関
す

る
相
談
が
３
割
、
精
神
障
害
が
３
割
、
知

的
障
害
が
２
割
程
度
を
占
め
る
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
と
し
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、
次

い
で
、
雇
用
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
や

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
な
お
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ

く
障
害
の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提

供
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
機
関
は
義
務
、

事
業
所
は
努
力
義
務
で
し
た
が
、
法
改

正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
事

業
者
も
義
務
と
な
り
ま
す
。
条
例
及
び

法
に
関
す
る
広
報
活
動
で
あ
る
出
前
講

座
の
依
頼
も
、
法
改
正
に
伴
い
依
頼
が

増
え
て
お
り
、
16
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議
」
が
、11
月
１
日
（
水
）〜
２
（
木
）

に
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
の
「
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙

げ
ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対

す
る
協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交

換
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
要
望
は
日
身
連
で
の
協
議
を
経

て
、
関
係
府
省
庁
に
要
望
さ
れ
ま
す
。

１　
民
間
事
業
者
が
行
う
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
に
必
要
な
経
費
へ
の
市
町
村

助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
の
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ
る

　

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
価
格
も
高

騰
し
て
い
る
た
め
、
各
自
治
体
の
基
準
額

が
引
上
る
よ
う
運
用
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

６　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル

徹
底
の
た
め
の
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の

講
習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
に

つ
い
て

　

違
反
者
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
取
締

り
の
強
化
だ
け
で
は
不
足
し
て
お
り
、
販

売
業
者
・
レ
ン
タ
ル
業
者
へ
の
指
導
や
、

免
許
更
新
時
の
講
習
、
車
両
登
録
制
度

等
に
よ
る
周
知
な
ど
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施

策
を
要
望
す
る
。

令和５年３月３１日現在　単位：人

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳交付状況

障害者別割合

障害区分別身体障害者手帳所持者　障害区分別

令和５年３月３１日現在　単位：人

令和４年

身障

療育

精神

計

88,607

26,324

24,480

139,411

89,623

25,619

22,531

137,773

-1,016

705

1,949

1,638

令和３年 前年比

身体障害者手帳所持者

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・咀嚼機能障害

肢体不自由

内部障害

88,607

5,658

7,120

970

40,488

34,371

内訳

身障
63％

精神
18％

療育
19％

内部障害
39％

肢体不自由
46％

音声・言語・
咀嚼機能障害

1％

視覚障害
6％

聴覚・平衡
機能障害
8％

 

・
設
置
場
所
：

　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

福
祉
会
館
２
階

 

・
相
談
員
：
３
名
体
制

 

・
相
談
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
〜
金  

除
：
祝
日
・
年
末
年
始
）

 

・
電　

話
：

　

０
２
９-

２
４
６-

６
０
４
９

 

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　

０
２
９-

２
４
６-

６
０
４
８

 

・
メ
ー
ル
：

　

s-sohdan@
bz04.plala.or.jp

茨
城
県
障
害
者

差
別
相
談
室
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た
め
に
も
、
義
務
化
が
定
着
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
助
成
制
度
実
施
市

町
村
に
対
し
て
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
の
項
目
に
算
入
す
る
な
ど
国

の
財
政
支
援
を
要
望
す
る
。

２　
重
度
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
短
期
入
所
施
設
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
、
重
度
障
害
者
対
応
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
促
進
や
短
期
入

所
事
業
の
利
用
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
な

更
な
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

３　
公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

　

公
立
小
学
校
、
中
学
校
の
既
存
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
既
存
施

設
に
入
学
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
が
い

る
場
合
は
確
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
既
存
施
設
に
対
す
る
整
備

の
数
値
目
標
を
明
確
に
示
す
な
ど
し
て
一

層
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
既
存
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

整
備
内
容
が
、
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
仕
様
等
に
な
っ
て
い
る
か
の
点
検
・
検

証
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

４　
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等

に
か
か
る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
の
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
と
国

の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等
の

導
入
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
す
る
と
の

立
場
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
分
に
つ
い
て
減
額
措
置
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
重
度
障
害
者
医
療
費

助
成
を
行
う
自
治
体
に
対
し
て
行
わ
れ

て
き
た
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
分

の
減
額
調
整
措
置
の
根
拠
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
医
療
の
支
援
が
必
要
な
重
度

障
害
者
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
子
ど
も
医
療
費
と
同
様
に
減
額

措
置
を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

加
え
て
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
を
国
の
制
度
と
し
て
創
設
し
、
全

て
の
重
度
障
害
者
に
支
援
が
届
く
よ
う

全
国
一
律
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

５　
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
見
直
し

に
つ
い
て

　

昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
で
、
実
売

価
格
と
補
装
具
費
の
支
給
限
度
額
と
の

差
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
上
限

額
の
改
定
を
要
望
す
る
。

　
令
和
５
年
度
中
に
、
次
の
方
々
か
ら

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
障
害
者
福
祉

の
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
金

　

茨
城
県
遊
技
業
協
同
組
合
様

　

五
万
円

○
茨
城
新
聞
文
化
福
祉
事
業
団

　

歳
末
助
け
合
い
募
金

　

二
十
万
円

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た

　
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩

み
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り

条
例
（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）」

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
「
茨
城
県
障
害

者
差
別
相
談
室
」
も
９
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。 障

害
者
差
別
相
談
室

の
運
営
状
況

　

昨
年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月

間
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
64
件
で

あ
り
、
昨
年
度
の
同
時
期
（
78
件
）
と

比
較
す
る
と
若
干
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

内
訳
で
は
、
障
害
者
本
人
か
ら
の
相
談

が
６
割
を
占
め
、
障
害
者
の
家
族
か
ら
の

相
談
が
２
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
に
関
す

る
相
談
が
３
割
、
精
神
障
害
が
３
割
、
知

的
障
害
が
２
割
程
度
を
占
め
る
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
と
し
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、
次

い
で
、
雇
用
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
や

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
な
お
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ

く
障
害
の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提

供
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
機
関
は
義
務
、

事
業
所
は
努
力
義
務
で
し
た
が
、
法
改

正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
事

業
者
も
義
務
と
な
り
ま
す
。
条
例
及
び

法
に
関
す
る
広
報
活
動
で
あ
る
出
前
講

座
の
依
頼
も
、
法
改
正
に
伴
い
依
頼
が

増
え
て
お
り
、
16
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議
」
が
、11
月
１
日
（
水
）〜
２
（
木
）

に
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
の
「
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙

げ
ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対

す
る
協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交

換
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
要
望
は
日
身
連
で
の
協
議
を
経

て
、
関
係
府
省
庁
に
要
望
さ
れ
ま
す
。

１　
民
間
事
業
者
が
行
う
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
に
必
要
な
経
費
へ
の
市
町
村

助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
の
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ
る

　

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
価
格
も
高

騰
し
て
い
る
た
め
、
各
自
治
体
の
基
準
額

が
引
上
る
よ
う
運
用
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

６　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル

徹
底
の
た
め
の
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の

講
習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
に

つ
い
て

　

違
反
者
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
取
締

り
の
強
化
だ
け
で
は
不
足
し
て
お
り
、
販

売
業
者
・
レ
ン
タ
ル
業
者
へ
の
指
導
や
、

免
許
更
新
時
の
講
習
、
車
両
登
録
制
度

等
に
よ
る
周
知
な
ど
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施

策
を
要
望
す
る
。

令和５年３月３１日現在　単位：人

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳交付状況

障害者別割合

障害区分別身体障害者手帳所持者　障害区分別

令和５年３月３１日現在　単位：人

令和４年

身障

療育

精神

計

88,607

26,324

24,480

139,411

89,623

25,619

22,531

137,773

-1,016

705

1,949

1,638

令和３年 前年比

身体障害者手帳所持者

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・咀嚼機能障害

肢体不自由

内部障害

88,607

5,658

7,120

970

40,488

34,371

内訳

身障
63％

精神
18％

療育
19％

内部障害
39％

肢体不自由
46％

音声・言語・
咀嚼機能障害

1％

視覚障害
6％

聴覚・平衡
機能障害
8％

 

・
設
置
場
所
：

　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

福
祉
会
館
２
階

 

・
相
談
員
：
３
名
体
制

 

・
相
談
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
〜
金  

除
：
祝
日
・
年
末
年
始
）

 

・
電　

話
：

　

０
２
９-

２
４
６-

６
０
４
９

 

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　

０
２
９-

２
４
６-

６
０
４
８

 

・
メ
ー
ル
：

　

s-sohdan@
bz04.plala.or.jp

茨
城
県
障
害
者

差
別
相
談
室
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皆
様
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ｅ
メ
ー
ル
：

　

ibashinw
a@
ibashinren.com

こ
の
広
報
紙
は
、

「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

山口裕之茨城県福祉部長大洗町関清一副町長

　

令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
お
よ
び
茨
城
県
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
令
和
５
年
度
茨
城
県
障

害
者
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
」
が
、
大
洗
町

の
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
大
洗
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
実
に
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
各
地
か
ら

障
害
者
、
障
害
者
福
祉
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
山
口
裕
之
福
祉
部
長
、
茨
城

県
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
荻
津
和
良

セ
ン
タ
ー
長
（
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
）
か
ら
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
開
催
地
で
あ
る
大
洗
町

の
関
清
一
副
町
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
講
師
に
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
持
つ
漫
談
家
メ
イ
ミ
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
イ
ミ
さ

ん
は
、
２
０
０
２
年
に
ホ
リ
プ
ロ
か
ら
お

笑
い
芸
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
フ

リ
ー
と
な
り
、
福
祉
施
設
で
の
演
芸
ボ
ラ

令
和
５
年
度
　
茨
城
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
開
催

令
和
５
年
度
　
茨
城
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
開
催

写真の部
「ハイビスカス」
飯田　つね子

（障害者支援施設　ひまわり荘）

令
和
五
年
度

障
害
者
週
間
推
進
事
業

の
実
施

　

12
月
３
日
（
日
）〜
９
日
（
土
）
の
障

害
者
週
間
に
、
県
総
合
福
祉
会
館
の
入

口
に
立
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
建

物
の
壁
面
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
目
的
で
県
が
主
催
し
た
「
ナ
イ

ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
３
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
美
術
展
（
一
般
の
部
）」

に
お
い
て
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
・

工
芸
の
４
部
門
で
優
秀
作
品
に
連
合
会

会
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

絵画の部
「さる」
栗山　朋美

（つくば市福祉支援センターさくら）

書道の部
「百人一首」
平塚　まゆみ
（牛久市）

陶芸・工芸の部
「ステキな次長」
大津　雅栄　他10名

（水戸市身体障害者福祉センターつどい）

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
賞 

受
賞
作
品

障害者社会参加推進センター荻津和良会長

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
演
芸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
「
笑
顔
工
場
」
の

発
足
や
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
、
手

話
通
訳
の
習
得
な
ど
に
取
り
組
み
、
現
在

は
全
国
各
地
の
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施

設
、
福
祉
イ
ベ
ン
ト
等
で
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
５
歳

の
息
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
で

も
あ
り
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
日
々
奮

闘
し
な
が
ら
活
動
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ミ
さ
ん
自
ら
が
手
話
を
交
え
て
行
っ

た
講
演
は
、「
み
ん
な
で
楽
し
む
手
話
漫
談
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
客
席
に
座
っ
た
ま
ま
で

き
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
歌
や
ト
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
挨
拶
が
わ
り
に
座
っ
た

ま
ま
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に
始
ま
り
、
メ
イ
ミ
さ

ん
の
か
け
声
に
対
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
が
後

出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
応
え
る
頭
の
体
操
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
見
え
な
い
ボ
ー
ル
や

フ
リ
ス
ビ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
メ
イ
ミ
さ
ん

と
客
席
と
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
メ
イ
ミ
さ
ん
の
動
き
を
ま

ね
た
り
と
、
会
場
皆
で
体
を
動
か
し
な
が

ら
心
も
動
か
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
を

唱
え
な
が
ら
笑
顔
を
作
る
ダ
ン
ス
や
、「
笑

い
リ
レ
ー
」
と
題
し
て
客
席
か
ら
参
加
し

た
４
名
と
笑
い
を
繋
げ
る
伝
言
ゲ
ー
ム
、

最
後
に
、と
な
り
の
ト
ト
ロ
の
主
題
歌
「
さ

ん
ぽ
」
を
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
、
会
場

の
皆
で
楽
し
く
手
話
の
表
現
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
通
し
て
、
メ
イ
ミ
さ
ん
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
る
笑
顔
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
、
多
く
の
参
加

者
が
体
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。


